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第１章 がん対策の現状と課題 

１ 熊本県におけるがんの状況 

 

（１）がんに関するデータの分析 

 

〇主な死亡原因 

・ がん（悪性新生物）は昭和 55 年から、熊本県の死亡原因の第１位を占め

ています。平成 28 年の本県における死亡数 21,379 人のうち、がんによる死

亡数は 5,539 人で全体の 26％を占めており、全国（29％）よりやや低い割

合です。 

 

 ＜図１＞ 

（出典：厚生労働省 平成 28 年人口動態統計） 

 

＜図２＞ 

 

（出典：厚生労働省 平成 28 年人口動態統計） 
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死亡数 割合
1 1,093 20%
2 642 12%
3 550 10%
4 515 9%
5 494 9%
6 326 6%
7 208 4%
8 206 4%
9 203 4%

10 194 4%
11 137 2%
12 129 2%
13 118 2%
14 92 2%
15 81 1%
16 74 1%
17 30 1%
18 22 0%
19 9 0%

416 8%

5,539 100%

熊本県
部位

食道　　　　　　　　　　　　　　

胃　　　　　　　　　　　　　　　
肝及び肝内胆管　　　　　　

気管，気管支及び肺　　　　

膵　　　　　　　　　　　　　　　
胆のう及びその他の胆道　

合計

中枢神経系　　　　　　　　　
皮膚　　　　　　　　　　　　　　
喉頭　　　　　　　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　

大腸

膀胱　　　　　　　　　　　　　　

子宮　　　　　　　　　　　　　　
口唇，口腔及び咽頭　　　　

卵巣　　　　　　　　　　　　　　
その他のリンパ組織　　　　

前立腺　　　　　　　　　　　　
乳房　　　　　　　　　　　　　　
白血病　　　　　　　　　　　　
悪性リンパ腫　　　　　　　　

部位 死亡数 割合
1 気管，気管支及び肺　　　　 73,838 20%
2 大腸 50,099 13%
3 胃　　　　　　　　　　　　　　　 45,531 12%
4 膵　　　　　　　　　　　　　　　 33,475 9%
5 肝及び肝内胆管　　　　　　　 28,528 8%
6 胆のう及びその他の胆道　 17,965 5%
7 乳房　　　　　　　　　　　　　　 14,132 4%
8 悪性リンパ腫　　　　　　　　　 12,325 3%
9 前立腺　　　　　　　　　　　　 11,803 3%

10 食道　　　　　　　　　　　　　　 11,483 3%
11 白血病　　　　　　　　　　　　 8,801 2%
12 膀胱　　　　　　　　　　　　　　 8,432 2%
13 口唇，口腔及び咽頭　　　　 7,675 2%
14 子宮　　　　　　　　　　　　　　 6,345 2%
15 卵巣　　　　　　　　　　　　　　 4,758 1%
16 その他のリンパ組織　　　　 4,443 1%
17 中枢神経系　　　　　　　　　 2,650 1%
18 皮膚　　　　　　　　　　　　　　 1,553 0%
19 喉頭　　　　　　　　　　　　　　 944 0%

その他　　　　　　　　　　　　　 28,206 8%

合計 372,986 100%

全国

〇部位別がん死亡数 

  ・ 平成 28 年における本県のがんによる死亡数を部位別にみると、肺、大腸、 

肝、胃、膵
すい

、胆のう、乳房の順に多く、全国とほぼ同様の状況です。 

・ また、上位５部位のがんが全体の約 60％を占めています。 

 

  ＜表１＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：厚生労働省 平成 28 年人口動態統計） 

 

〇年齢階級別死亡数 

・ 平成 27 年における本県のがんの年齢階級別死亡数は、年代が上がるほど

多くなっており、75 歳以上の死亡数は 3,532 人で、全体の約 64％を占めて

います。 

 

＜図３＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん登録・統計」） 
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〇75 歳未満年齢調整死亡率 1 

・ 本県の平成 28 年の全がん 75 歳未満年齢調整死亡率は 71.0（人／人口

10 万対）であり、減少傾向にあります。平成 27 年は 72.2（人／人口 10

万対）であり、平成 23 年の 74.8（人／人口 10 万対）から、平成 27 年に

69.3（人／人口 10 万対）まで減少させるという２次計画の目標は達成でき

ませんでした。 

   

 ＜図４＞ 

 （出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん登録・統計」） 

 

                                            
1 年齢調整死亡率とは、もし人口構成が基準人口と同じだったら実現されたであろう死亡率のことで

す。がんは高齢になるほど死亡率が高くなるため、高齢者が多い集団は高齢者が少ない集団よりがん

の死亡率が高くなります。そこで、年齢構成が異なる集団の間で死亡率を比較する場合や、同じ集団

で死亡率の年次推移を見る場合にこの年齢調整死亡率が用いられます。75 歳未満とする理由は、75

歳以上の死亡を除くことで壮年期死亡の減少を高い精度で評価するという理由に基づいています。 
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・ 部位別の 75 歳未満年齢調整死亡率の推移をみると、男性は、肺、肝、胃は

平成 12 年から平成 28 年にかけて減少傾向ですが、その他の部位については

横ばいです。 

 ・ 平成 28 年においては、肺、肝、大腸、胃、膵の順に高い比率を示していま

す。 

 

＜図５＞ 

（出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん登録・統計」） 
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